
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　操作性に優れ、信頼性の高い超音波探触子を

提供する。従来の超音波探触子でははみ出たゲルなどの

音響カップリング剤がグリップ部に付着した場合に滑り

やすく落下衝撃によって超音波探触子が破損する恐れが

あった。

【解決手段】　ハウジング３が少なくとも弾性率の差が

２倍以上ある複数の材料を含む２種類以上の硬質部３ａ

と軟質部３ｂで形成されていて、ハウジングの外周面の

うち、少なくとも操作者の手又は指が触れる部分の一部

に軟質の材料が配されている。前記軟質部がグリップ部

を握った際に硬質部との硬度差によって変形し把持力を

向上するので操作性に優れ信頼性の高い超音波探触子が

実現される。

【選択図】  図１Ａ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 部 と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 に 接 続 さ れ 外 部 装 置 と の 間 で 信
号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 及 び 前 記 ケ ー ブ ル の 端 部 を 覆 い 、 グ リ ッ プ
部 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 少 な く と も 弾 性 率 の 差 が ２ 倍 以 上 あ る 複 数 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 か つ 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 周 面 の 少 な く と も 操 作 者 の 手 又 は 指 が 触 れ る 部 分 の 一 部 に 前 記 複 数 の
材 料 の う ち 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 部 と 、 超 音 波 伝 搬 媒 体 と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 と 前 記 超 音
波 伝 搬 媒 体 を 内 包 し 超 音 波 透 過 性 を 有 し た 音 響 窓 材 と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 を 駆 動 す る 駆 動
構 成 部 と 、 外 部 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 、 グ リ ッ プ 部 を 有 す る ハ ウ ジ ン
グ を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 少 な く と も 弾 性 率 の 差 が ２ 倍 以 上 あ る 複 数 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 か つ 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 周 面 の 少 な く と も 操 作 者 の 手 又 は 指 が 触 れ る 部 分 の 一 部 に 前 記 複 数 の
材 料 の う ち 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の グ リ ッ プ 部 が 、 二 色 成 型 又 は 二 重 成 型 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 面 に 、 前 記 複 数 の 材 料 の う ち 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 部 分 が 配 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 、 エ ラ ス ト マ で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 医 療 用 超 音 波 診 断 な ど に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 超 音 波 探 触 子 の 構 成 と し て は 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も の が 知 ら れ て い
る 。 図 ６ Ａ ～ 図 ８ Ｂ を 用 い 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 構 成 を 説 明 す る 。 図 ６ Ａ 、 図 ６ Ｂ は 、
従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す ２ 種 類 の 断 面 図 で あ り 、 図 ７ Ａ ～ 図 ７ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ そ
の 外 観 を 示 す 平 面 図 、 正 面 図 、 右 側 面 図 で あ り 、 図 ８ Ａ 、 図 ８ Ｂ は 、 そ の 斜 視 図 と 立 体 分
解 図 で あ る 。 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 部 １ ４ は 、 生 体 接 触 面 に 超 音 波 を 集 束 さ せ る
音 響 レ ン ズ １ ５ を 有 し 、 そ の 反 対 側 は 超 音 波 診 断 装 置 に 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル １ １ に
接 続 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 素 子 部 １ ４ 及 び ケ ー ブ ル １ １ の 一 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ で 覆
わ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ か ら 延 び た ケ ー ブ ル １ １ に は 、 ケ ー ブ ル １ １ の 屈 曲 な ど に よ
る 断 線 を 防 止 す る た め の ケ ー ブ ル ブ ッ シ ュ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ３ は
、 従 来 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ０ ２ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の ハ ウ ジ ン グ で は 、 操 作 者 が グ リ ッ プ 部 を 把 持
し て 超 音 波 診 断 を 行 う 際 、 操 作 者 の 手 や 指 が グ リ ッ プ 部 の 表 面 で 滑 り や す く 、 操 作 者 が グ
リ ッ プ 部 を 把 持 し に く い 。 な お 、 超 音 波 診 断 で は 、 超 音 波 を 透 過 し な い 空 気 層 を 補 う た め
、 生 体 と 音 響 レ ン ズ 間 に ゲ ル 状 の 音 響 カ ッ プ リ ン グ 剤 を 塗 布 す る 。 か か る 音 響 カ ッ プ リ ン
グ 剤 を 塗 布 す る こ と に よ り 、 は み 出 た 音 響 カ ッ プ リ ン グ 剤 が ハ ウ ジ ン グ に 付 着 し 、 ハ ウ ジ
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ン グ の グ リ ッ プ 部 は 更 に 滑 り や す く 、 把 持 し に く く な る 。 こ の こ と に よ り 、 操 作 中 に 超 音
波 探 触 子 が 手 か ら 滑 り 落 ち 、 落 下 衝 撃 に よ り 、 超 音 波 探 触 子 が 故 障 す る 恐 れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で 、 滑 り に く く 、 把 持 し や す い こ と で 操 作 性
に 優 れ 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 部
と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 に 接 続 さ れ 外 部 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 、 前 記 超
音 波 素 子 部 及 び 前 記 ケ ー ブ ル の 端 部 を 覆 い 、 グ リ ッ プ 部 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ を 備 え た 超 音
波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 少 な く と も 弾 性 率 の 差 が ２ 倍 以 上 あ る 複 数 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 か つ 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 周 面 の 少 な く と も 操 作 者 の 手 又 は 指 が 触 れ る 部 分 の 一 部 に 前 記 複 数 の
材 料 の う ち 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 触 れ た と き 、 握 っ た と き の 硬 度 差 に よ り 表 面 の 変 形 度 合 が 異 な る こ と
で 摩 擦 差 が 生 じ 、 把 持 力 が 向 上 す る の で 操 作 性 に 優 れ 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 同 様 に 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 部 と 、 超 音 波 伝
搬 媒 体 と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 と 前 記 超 音 波 伝 搬 媒 体 を 内 包 し 超 音 波 透 過 性 を 有 し た 音 響 窓
材 と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 を 駆 動 す る 駆 動 構 成 部 と 、 外 部 装 置 と の 間 で 信 号 を 送 受 信 す る ケ
ー ブ ル と 、 グ リ ッ プ 部 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ が 少 な く と も 弾 性 率 の 差 が ２ 倍 以 上 あ る 複 数 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 か つ 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 周 面 の 少 な く と も 操 作 者 の 手 又 は 指 が 触 れ る 部 分 の 一 部 に 前 記 複 数 の
材 料 の う ち 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 触 れ た と き 、 握 っ た と き の 硬 度 差 に よ り 表 面 の 変 形 度 合 が 異 な る こ と
で 摩 擦 差 が 生 じ 、 把 持 力 が 向 上 す る の で 操 作 性 に 優 れ 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 本 発 明 の １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の グ リ ッ プ 部 が 、 二 色 成 型 又 は 二 重
成 型 で 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 比 較 的 簡 単 な 構 造 で 、 上 記 操 作 性 に 優 れ 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 本 発 明 の １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 面 に 、 前 記 複 数 の 材 料 の う ち
、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 部 分 が 配 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 部 分 の 弾 性 に よ り 、 内 部 構 造 の 振 動 や ノ イ ズ 音 、
発 熱 が 外 部 に 漏 れ る の を 防 止 で き る の で 、 防 振 、 防 音 、 耐 熱 性 に 優 れ た 超 音 波 探 触 子 を 実
現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 の １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 前 記 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 、 エ ラ ス ト マ で 形 成 さ れ
て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 上 記 操 作 性 に 優 れ 、 信 頼 性 の 高 い 超 音 波 探 触 子 を 安 価 に 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 の ハ ウ ジ ン グ が 少 な く と も 弾 性 率 の 差 が ２ 倍 以 上 あ る 複
数 の 材 料 で 形 成 さ れ て 、 か つ 、 ハ ウ ジ ン グ の 外 周 面 の う ち 、 少 な く と も 操 作 者 の 手 又 は 指
が 触 れ る 部 分 の 一 部 に 前 記 複 数 の 材 料 の う ち 、 弾 性 率 が 小 さ い 材 料 が 配 さ れ て い る の で 、
触 れ た と き 、 握 っ た と き の 硬 度 差 に よ り 表 面 の 変 形 度 合 が 異 な る こ と で 摩 擦 差 が 生 じ 、 把
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持 力 が 向 上 す る の で 操 作 性 に 優 れ 、 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ Ａ か ら 図 ５ Ｄ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 図 １ Ａ ～ 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 を 示 す
図 で あ り 、 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ は 、 そ の ２ つ の 断 面 図 、 図 ２ Ａ 、 ２ Ｂ 、 ２ Ｃ は 外 観 を 示 す 平 面
図 、 正 面 図 、 右 側 面 図 で あ り 、 図 ３ Ａ は 、 斜 視 図 、 図 ３ Ｂ は 、 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 主 な 構 造 は 、 前 記 記 載 の 従 来 技 術 と 同 様
で あ る 。 す な わ ち 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 部 ４ は 、 生 体 接 触 面 に 超 音 波 を 集 束 さ
せ る 音 響 レ ン ズ ５ を 有 し 、 そ の 反 対 側 は 超 音 波 診 断 装 置 に 信 号 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル １ に
接 続 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 素 子 部 ４ 及 び ケ ー ブ ル １ の 一 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ で 覆 わ れ て
お り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ か ら 延 び た ケ ー ブ ル １ に は 、 ケ ー ブ ル １ の 屈 曲 な ど に よ る 断 線 を 防 止
す る た め の ケ ー ブ ル ブ ッ シ ュ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 こ の ハ ウ ジ ン グ ３ の 構 造 に あ り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ が 、 ２ 種 類 以 上 の 相 対
的 に 弾 性 率 の 大 き い 材 料 （ 以 下 「 硬 質 」 、 「 硬 質 部 」 と い う 。 ） と 弾 性 率 の 小 さ い 材 料 （
以 下 「 軟 質 」 、 「 軟 質 部 」 と い う 。 ） で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ は 、 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ に よ り 構 成 さ れ て い
る 。 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ を 実 現 す る に は 、 例 え ば 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク と エ ラ ス ト マ を
用 い る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 こ れ ら の 材 料 の 曲 げ 弾 性 率 を 下 記 に 示 す 。
　 　 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 　 ＝ 25 × 10 3  kg/cm 2  
　 　 エ ラ ス ト マ 　 　 　 　 ＝ 3 × 10 3  kg/cm 2

　 上 記 曲 げ 弾 性 率 は 、 好 ま し い 一 例 で あ り 、 本 発 明 は ハ ウ ジ ン グ を 形 成 し て い る 異 材 料 に
弾 性 率 の 差 を 設 け る こ と を 趣 旨 と し て い て 、 上 記 数 値 は 差 が あ る こ と が 要 点 で あ り 、 他 の
材 料 で あ っ て も よ く 、 弾 性 率 の 差 と し て ２ 倍 以 上 あ れ ば 最 低 限 必 要 機 能 を 満 足 す る 。 ま た
、 軟 質 部 ３ ｂ は エ ラ ス ト マ に 限 ら ず 、 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク や ゴ ム 材 で も よ い 。 こ の 硬 質 と 軟
質 の 異 材 で 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ を 用 い る こ と で 、 音 響 カ ッ プ リ ン グ 剤 が ハ ウ ジ ン グ ３
の グ リ ッ プ 部 に 付 着 し て も 、 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ の 弾 性 率 の 差 に よ っ て 、 触 れ た と き
、 握 っ た と き の 硬 度 差 に よ り 表 面 の 変 形 度 合 が 異 な る こ と で 摩 擦 差 が 生 じ 、 把 持 力 が 向 上
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 超 音 波 診 断 は 、 超 音 波 探 触 子 を 見 ず に 手 の 感 覚 で 診 断 す る た め 、 ハ ウ ジ ン グ ３
の グ リ ッ プ 部 に 設 け た 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ を 、 音 響 レ ン ズ ５ に 向 か う 方 向 に 異 な る 模
様 に 構 成 す る こ と で 、 操 作 性 が 向 上 す る 。 通 常 の 超 音 波 診 断 は 、 一 人 の 操 作 者 が 右 手 で 超
音 波 探 触 子 を 持 ち 、 左 手 で 超 音 波 診 断 装 置 の キ ー 操 作 を 行 い 、 視 線 は 超 音 波 診 断 装 置 の Ｃ
Ｒ Ｔ 画 面 を 見 て い る 。 そ し て 、 現 在 の 診 断 画 像 か ら 、 そ の 直 行 断 面 画 像 を 得 る た め 、 超 音
波 探 触 子 を 頻 繁 に 回 転 さ せ る こ と が 多 く 、 グ リ ッ プ 部 は 手 の 感 覚 で 方 向 性 を 図 る こ と が 求
め ら れ る 。 そ の 外 観 の 一 例 は 、 図 ２ Ａ 、 ２ Ｂ の よ う な 構 成 で あ る 。 側 面 側 は 、 把 持 力 を 保
持 す る た め 、 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ を 交 互 に 構 成 し 、 正 面 側 は 、 側 面 側 と 判 別 可 能 な よ
う に 軟 質 部 ３ ｂ を 設 け な い 。 こ の 構 成 に よ り 、 把 持 力 と 操 作 性 を 重 ね 持 つ 超 音 波 探 触 子 を
実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 側 に 軟 質 部 ３ ｂ を 設 け る こ と で 、 軟 質 部 ３ ｂ の 弾 性 に よ り 、
内 部 構 造 の 振 動 や ノ イ ズ 音 、 発 熱 が 外 部 に 漏 れ る の を 防 止 で き る 。 よ っ て 、 防 振 、 防 音 、
耐 熱 性 に 優 れ た 超 音 波 探 触 子 を 実 現 で き る 。
　 こ の ハ ウ ジ ン グ ３ の 成 型 方 法 の 一 例 と し て 、 二 色 成 型 又 は 二 重 成 型 が あ る 。 そ の 方 法 は
、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 硬 質 部 ３ ａ を 成 型 し 、 そ の 硬 質 部 ３ ａ を イ ン サ ー ト と し て 、 軟 質 部 ３ ｂ
を 成 型 す る 。 こ の 場 合 、 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ は 、 溶 着 又 は 密 着 状 態 と な り 、 硬 質 部 ３
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ａ と 軟 質 部 ３ ｂ に 隙 間 は 生 じ な い 。 従 来 の 方 法 と し て 、 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３ ｂ を 別 部 品
と し て 成 型 し 、 接 着 剤 で 固 定 す る 方 法 が あ る 。 し か し 、 そ の 場 合 、 硬 質 部 ３ ａ と 軟 質 部 ３
ｂ の 間 に 隙 間 が で き た り 、 接 着 作 業 不 良 に よ っ て 接 着 部 に 気 泡 が で き 、 そ こ へ 異 物 な ど が
付 着 し 不 衛 生 で あ っ た 。 上 記 本 発 明 の 一 例 は 、 溶 着 面 又 は 密 着 面 に 隙 間 が 無 い た め 、 異 物
な ど が 介 在 す る こ と が な く 、 医 療 用 機 器 と し て 、 衛 生 的 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し た 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の ハ ウ ジ ン グ ３ の 構 成 は 、 図 ４ Ａ ～ 図 ５ Ｄ に 示 し
た 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 や 別 の 型 の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て も 採 用 す る こ と が で き 、 同 様
な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 図 ４ Ａ ～ 図 ５ Ｄ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 を 示 し
、 図 ４ Ａ 、 図 ４ Ｂ は 、 ２ つ の 断 面 図 、 図 ５ Ａ 、 図 ５ Ｂ 、 図 ５ Ｃ 、 図 ５ Ｄ は 、 そ れ ぞ れ 外 観
を 示 す 平 面 図 、 正 面 図 、 右 側 面 図 、 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ４ Ａ ～ 図 ５ Ｄ に 示 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 は 、 電 子 走
査 型 超 音 波 探 触 子 と 超 音 波 信 号 の 走 査 方 式 が 異 な る 。 電 子 走 査 型 は 、 複 数 個 配 列 し た 圧 電
素 子 を 電 子 的 に 制 御 し た 超 音 波 信 号 を 連 続 的 に 移 動 さ せ て 超 音 波 を 放 射 し て い る 。 一 方 、
機 械 走 査 型 は 、 １ ～ ３ 個 の 超 音 波 素 子 部 ４ を 駆 動 構 成 部 ８ で 機 械 的 に 回 転 又 は 揺 動 さ せ て
連 続 的 に 超 音 波 を 放 射 し て い る 。 よ っ て 、 内 部 構 造 は 異 な る が 、 グ リ ッ プ 部 の 形 状 を 前 記
記 載 の 形 状 に す れ ば 、 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 と 同 様 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う な グ リ ッ プ 部 を 有 し た 超 音 波 探 触 子 と す る こ と で 、 操 作 性 と 信 頼 性 に 優 れ た
超 音 波 探 触 子 と す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 を 有 す る の で 操 作 性 に 優 れ 、 信 頼 性 が 高 く 、 よ っ て
、 医 療 の み な ら ず 、 一 般 産 業 に お け る 超 音 波 測 定 な ど に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の １ つ の 断 面 図
【 図 １ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 他 の 断 面 図
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 正 面 図
【 図 ２ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 右 側 面 図
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 斜 視 図
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 立 体 分 解 図
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の １ つ の 断 面 図
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 他 の 断 面 図
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 平 面 図
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 正 面 図
【 図 ５ Ｃ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 右 側 面 図
【 図 ５ Ｄ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 機 械 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 斜 視 図
【 図 ６ Ａ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の １ つ の 断 面 図
【 図 ６ Ｂ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 他 の 断 面 図
【 図 ７ Ａ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 平 面 図
【 図 ７ Ｂ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 正 面 図
【 図 ７ Ｃ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 外 観 を 示 す 右 側 面 図
【 図 ８ Ａ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 斜 視 図
【 図 ８ Ｂ 】 従 来 の 電 子 走 査 型 超 音 波 探 触 子 の 立 体 分 解 図
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 ケ ー ブ ル
　 ２ 　 ケ ー ブ ル ブ ッ シ ュ
　 ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ３ ａ 　 硬 質 部
　 ３ ｂ 　 軟 質 部
　 ４ 　 超 音 波 素 子 部
　 ５ 　 音 響 レ ン ズ
　 ６ 　 音 響 窓 材
　 ７ 　 超 音 波 伝 搬 媒 体
　 ８ 　 駆 動 構 成 部
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【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ５ Ｄ 】

【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ Ａ 】
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【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ７ Ｃ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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